
 

 

 
 
 
 

陸上競技会、吹奏楽祭ともに、3年ぶりの開催となり

ました。子どもたちは緊張の中にも、晴れ舞台に立つ喜

びとやりきった清々しさにあふれていました。 

 陸上競技会では、選手のがんばりはもちろん、心を一

つにした応援団、精一杯働いた補助員の子どもたちのが

んばりも光っていました。 

 吹奏楽祭では、短い練習期間にも関わらず、仲間と心

を合わせてきたがんばりが、音と動きにあふれていまし

た。聴く人、見る人の心に喜びをくれた発表でした。 

 

 

 

 

～ ありがとう、ご苦労様 言葉の力 ～ 
 

「他の大会でも、この子たちに手伝ってほしい」 

「本当によく働く子どもたちでした」 
 

大会終了後、一関陸上競技協会の方からかけ

ていただいた、うれしい言葉です。大会運営のプ

ロからも、補助員の子どもたちの働きぶりをほ

めていただいたことを、とてもうれしく思いま

した。 

そして、各校の先生方や陸上競技協会の方々

が、補助員の子どもたちにかけてくださった言

葉が、子どもたちのがんばりを引き出し、働く喜

びを与えていただいたと感謝しています。 

「ありがとう！ご苦労様！がんばってるね！」 

大会中、会場のあちらこちらから、補助児童の

がんばりを認め、ねぎらう言葉が聞こえていま

した。がんばる意欲や可能性を引き出す言葉の

力を、改めて実感することができました。 

 

 

 

 

 

 

夕暮れが早まってきました。その中、下校後

も遊びや会話に夢中になり、なかなか家に帰ら

ない子どもも見られます。学区内での不審者事

案も発生しており、注意が必要です。 

子どもの命と安全を守るため、学校では以下

について指導します。ご協力をお願いします。 

山目の子 明るい声をひびかせる 

 

【1m22をクリアし優勝】 結果一覧は裏面 【初舞台でも、元気に演奏、笑顔で演技】 

１ 「はしわクラブ」でない子は、下校時刻にな

ったら、遊んだりせず、早めに家に帰る。 

２ 車が来ないか、自分で安全を確かめる。細い

道では道の端を歩き、車に気を付ける。 

３ 友達と帰ったり、暗がりや見通しの悪いと

ころを避けたりして、安全に気を付けて帰る。 

４ 不審な人や車に会ったら、絶対に近寄った

り車に乗ったりせず、大人に助けを求める。 

５ 暗くなったら、自転車に乗らない。 


